
先号№２３号の学校便り「柏葉の杜」でお知らせ

したように、小春日和のすばらしい天候のもとで、

たくさんの保護者・家族・地域のみなさんにあたた

かい応援をいただき、無事に開催終了できた令和元

年度校内マラソン大会の結果をお知らせします。

開校３年目で最多の大会新記録を出す大会となりました。全部で１２個の大会新記録を記録しました。

【 令和元年度 校内マラソン大会 結果 】
女 子 男 子

１年 ①植木 まりあ ９分０５秒 新 ①竹内 勇都 ８分３９秒
②永原 花 ９分０６秒 新 ②川尻 慧悟 ８分５５秒

１７００ｍ ③中西 ゆい ９分１０秒 新 ③澤田 旭斗 ９分００秒
２年 ①尾崎 心美 ９分１２秒 ①岸本 颯真 ７分３６秒 新

②大塚 澪 ９分２６秒 ②中村 颯一郎 ７分４１秒 新
１７００ｍ ③表 実緒 ９分２７秒 ③藤田 真之介 ７分５９秒
３年 ①内田 陽菜 ９分３１秒 新 ①大村 一磨 ９分０８秒18 新

②竹内 咲都 ９分３３秒 新 ②大山 煌成 ９分０８秒36 新
1900ｍ ③森田 芯 １１分０７秒 ③垣田 康亮 ９分１４秒
４年 ①中村 莉愛 １０分０６秒 ①岸本 海斗 ８分４０秒 新

②西山 和奏 １０分１３秒 ②林田 淳之介 ９分０８秒 新
1900ｍ ③中田 多笑 １０分１６秒 ③杉原 遼 ９分１８秒
５年 ①大石 佳奈 １０分５７秒 ①竹内 生樹 １０分４２秒

②西田 佳夏 １１分０６秒 ②坂本 観人 １０分４５秒
2500ｍ ③坂田 結衣 １１分３２秒 ③木原 光葵 １１分１１秒
６年 ①藤原 愛 １０分５５秒 ①大村 宗磨 ９分５８秒 新

②川西 優奈 １１分０１秒 ②藤田 大獅 １０分０８秒
2500ｍ ③林田 彩乃 １１分２９秒 ③高原 匠都 １０分３２秒
（・因みに、５・６年女子も、新記録まで１秒～３秒の差でした。数秒の差です。）

以上の様な結果となりました。ともかく、新記録がたくさん出た大会となりました。天候が幸いしたこと、

そして、みなさんの校庭・沿道での声援が、きっと子供たちの力になったものと思います。

統合後、児童の多くがバス通学になり、持久力を含め、体力の低下、運動能力の低下が危惧されましたが、

今回のマラソン大会の結果を見る限りでは、そうした心配はないかと思います。もちろん、この１回のマラ

ソン大会の結果だけで、簡単に結論できませんが、まずは、現状維持かとも思います。

毎朝、雨の降らない天候の良い日は、子供たちは登校後、ランドセルを体文前に置き、校庭を走ります。

２周で終わる子もいれば、更に周回数を増やして、３周・４周・５周と走る子供もいます。今回、校長とし

て特にうれしかったのは、１年女子に新記録が並んだことです。朝マラソンの様子を見ていると、１年の女

子はまじめによく走っています。「継続は力なり」です。そのことを本当に感じます。

マラソン大会終了後も、天気の良い日、雨の降らない日は、子供たちは朝の寒風をものともせず、校庭に

走り出していきます。

毎朝、朝の外掃除をしながら、子供たちの走る姿を見つめています。体文前の桜の葉も、もう少しで落ち

きります。それまでもうしばらく、子供たちの朝マラソンが続きます。

寒さに負けるな。八東の子供たち。「やりぬく子」、「走り切る子」を目指しましょう。

来年も新記録がたくさん出ることを期待しています。

○校内マラソン大会の結果報告
～ 「継続は力なり」の言葉を思います ～

○第３０回東部地区小中学校に図書を贈ろうキャンペーン結果 （9月の1ヶ月間）
みなさん、ありがとうございました。学校図書の充実に活用します。

標記のキャンペーンがありました。みなさんのお陰で、うれしいことに東部地区の５０の小学校の中で、八東小学校

は、第１位の贈呈額を頂きました。みなさんの八東小学校教育の御支援に心から感謝申しあげます。先日、ＴＯＳＫよ

り図書券を頂きました。→・１６，５００円 分の図書券を頂きました。（165万円分レシートを投函頂きました）



○町教育委員会学校訪問から
～ 教育委員のみなさんの学校訪問から ～

１１月１８日（月）、町教育委員会と教育委員のみなさんの学校訪問がありました。授
業を２時間参観頂き、全学級の授業を見て頂きました。道徳・算数・学活・理科・音楽な
ど、様々な授業を参観いただき、４時間目は、校長の学校経営についてのプレゼンと、そ
の後、参観者みなさんからの授業や学校経営に関する話をいただきました。みなさんから
は、児童の学習の様子について好評価を頂きました。ありがとうございました。
その中で、何点か紹介します。（意見・要望なども交えて）

①書くことを大切にしていることがよく分かる。しっかり考えて書く姿が見られる。書いて考えることをこれからも大切
にしてほしい。子供たちが書きながら考えている。話し合いながら考えている。そして、また書いている。大切な学
びの姿が着実に定着している。

②特活の取り組みが、八東小でも八頭町全体でもできている。小中連携したこうした取り組みが大切。学び合う集団
・話し合える集団づくりを今後も大切にしてほしい。

③子供集団の仲の良さを感じる。グループでペアで男女が仲良く話す姿、学び合う姿が見える。統合３年目、学び合
える集団を見ることができた。

④学習規律が着実に育っている。「めあて・活動・まとめ・振り返り」の学習の流れが、学年を越え、学校全体としての
学習のルールが身についている。

⑤電子黒板などＩＣＴ機器の使用が十分にされている。電子黒板の活用も含め、今後は更にタブレット活用を更に進
めてほしい。来年度からの新教科書を使っての研修なども進めてほしい。QR CODEの活用の練習も進めてほし
い。

⑥特別支援学級の児童の成長も確認できた。適切な支援がなされてきた取り組みの成果だと感じた。小中連携で進
路などの接続も進めてほしい。

他にも、各教科について個別の指導を頂きました。意見は校内の教職員に「校長から 『春風秋霜』」と
いう校内教職員向けの「校長便り」で全て伝えています。
先生方が熱心に児童の教育に取り組んでいる様子をしっかり見て頂きました。そして、今週末の２９日

（金）は東部教育局の後期訪問があります。また、授業を全学級参観して頂きます。もうひとがんばりです。

○八東小学校全員参加の「八東こども会議」
～ みんなで話し合い、スローガン決定 ～

八東小学校では、特別活動を大切な教育活動の一環として
統合当初から進めています。その中でも「八東こども会議」と
いう全校での話し合い活動に取り組んでいます。１０月３１
日に、今年２回目の八東子ども会議を３階の多目的ホールに
全校が集まり、運営委員会を中心に行いました。
今回は、缶バッチのスローガンを話し合いました。右の写

真は話し合いの様子、そして、それをもとにできたスローガ
ンと事前に行ったデザインの入れ込んだ缶バッチを４年／５
年で作る様子、そして、できあがった缶バッチです。
「進んでたくさんの人と関わる学校にしよう

心一つに 」 というスローガンです。
全校みんなのデザイン提供、投票、そして、全校での話し

合い活動、それを経てすてきな缶バッチができました。校内
で名札に着けています。「かかわる子」を更に進めましょう。

○１年生の地域のおじいさん・おばあさんとの交流活動から

１年生は今年も八東福祉センター、老人介護施設きたやまでの交流活動を行っ
ています。八東福祉センターでは３回、老人介護施設きたやまでも３回、１年の

子供たちは出かけ、老人の方と交流活動を積み重ねてきました。活動を通して、
子供たちは、初めて出会うお年寄りの方にどのように話しかけ、関わっていけば

いいのか戸惑い、最初はぎこちない様子が見られました。しかし、回数を重ねる
内に、一緒にゲームや遊びができるようになり、自分たちで考えたプログラムで

発表もできるようになりました。
こうした経験を通して子供たちは、人との「かかわり」を１年生なりに学んで

います。そして、お年寄りの方の笑顔が、子供たちの力になっていることも感じ
ます。自分を表現し、人と積極的にかかわる力になっています。


